
点数　各項目20点満点 書評
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
609 前職の経験を御社で活

かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員Ａ 14 18 14 16 14 76 自分が使っていた従業員が亡くなったということは、首が折れ曲がった男は元
従業員なのかな？そして、首が折れ曲がった男も金城さんのことを認識してい
るかのように警備モニターを見ている。何にも関係がない比嘉さんのこれから
がちょっと心配になりますね。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員B 13 14 14 15 13 69 読んでいて最後にクスッと笑ってしまいました。面白いですね。ショートの良
いところがでている話しでした。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員C 15 16 16 15 16 78 「自分が使っていた」この一言でこの登場人物の成りと性格、思考が容易に想
像出来ますね。きっとこの人にとっては呪いだの怪異の類の一切はありふれた
日常の一コマであり、反省も何も無いでしょうね。短い文章の中で幽霊とそれ
よりも醜くそして怖いサイコなヒトコワ有りでした。幽霊よりもやはり怖いの
は人だと改めて気付かされるそんな短編怪談。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員D 17 14 18 17 16 82 こんなことよくあったら怖いです。本当に。だけど実際起きているかもしれな
い、と不穏な気持ちになりました。そのカメラに写っていたのは、もしかして
金城さんの知っている人だったのでは…？と思わずにいられません。短い中で
もストーリーが綺麗にまとまっていて読みやすくて個人的に好みの文章でし
た。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員E 10 15 15 15 10 65 比嘉さん、金城さん、沖縄の人かな？二人とも特殊な状況を受け入れてて凄い
(笑)。前職が経営者で社員が自殺となると比嘉さんは、ブラック企業の社長な
のかも？と想像してしまいました。だから自殺した社員が度々出て来て…それ
でもこんな状況は経験したくないし慣れたくないなと思いました。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員F 13 12 13 14 14 66 ある意味怖いショートショートという感じですね。警備会社に再就職した金城
さんの前職は経営者だった、という事だけれど、最後の「経験あるので大丈夫
です」という返答の一文に怖さ、意外さ、謎、が詰まっていますね。従業員が
自殺してしまった事で前の会社が潰れて業界にもいられなくなったと語る金城
さん。前職の会社というのは何の会社だったのでしょうか？気になりますね。
警備モニターに写ったかつては人だっただろう男の姿に、そんな事がよくある
と言ってしまうところに怖さがありますね。自殺した従業員の霊を見慣れてい
た、という事だったんですかね。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員G 18 15 14 10 13 70 なんか意味深な怖さがありますね…末文で一気に色々な怖さや背景やドラマを
想像出来ました。お話しもなかなかスピード感もあったので一気に怖さまで
行った感じもします。しかしモニターにそんなモノが映る事が常なんて、私
だったら嫌ですね汗でも“慣れている”という事が普通に書かれてますがでもそ
れ異常ですからね！社長さんの身の上に起こった事、そして警備する場所、怖
さが融合しているのですが読みやすい描写になっていて考察すると色々と深み
が増し面白いお話しなのでないでしょうか！

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員H 15 15 15 20 10 75 タイトル！タイトル回収が秀逸！この経験は活かしたくないです。不思議なタ
イトルだなぁと思って読んだところ、うまいこと持っていかれました。よくあ
るけど大丈夫？って心霊現象を日常的なもののように説明している比嘉さん。
特殊な仕事すぎます。フラグの回収の仕方が底引き網のように、こぼすことな
く回収されており爽快感がありました。

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員I 12 12 10 10 12 56 自殺した社員さんですかね。首が折れ曲がる？もしや自殺では無いのではない
かと思いました。金城さん無事にお仕事できるといいですね。もしあれなら部
下にちゃんと謝った方がいいかもです

609 前職の経験を御社で活
かしたいと思い応募し
ました

でんこうさん 一般審査員J 13 15 15 15 14 72 元社長さんが業界にいることができなるほどのことがおきた原因が非常に気に
なった。ブラックユーモアとしては、秀逸だったと思うが、怖さが足りないと
思った。

合計 140 146 144 147 132 709

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
610 書き置き 猫科狸 一般審査員Ａ 12 15 17 13 18 75 旦那の実家に帰省してこんなメモが置かれていたら怖いですわ。何が出てくる

んじゃいって思っても仕方がないですよ。置かれていたということは、不思議
な現象はつい最近起き始めたんでしょうね。なんでこんなことが起こるように
なったのかが分からないですね。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員B 15 13 14 12 13 67 普通にあったら怖いメモですね。しかも子供連れなら、すぐに帰ります。そこ
にとどまるのはリスクしかないですからね。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員C 15 15 14 15 17 76 不気味怪談。一見荒唐無稽で意味のない様な行為、そこに意味を見出そうして
しまうのは人の性。ひとりかくれんぼを彷彿した方も多いでしょう。一種の降
霊術のようで、こんなメモを読んでしまってはもう平静を装う事はできません
ね。人の直感や違和感は間違いはありません早くお別れをしましょう。文章と
しては登場人物がそのメモを読んでいる様な没入感があり、上手かったです。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員D 17 18 18 17 17 87 確実にすぐに帰った方がいいですね。義理の家族はこの中で暮らしているのか
と思うとそれもとても怖いです。守らなかったら何が起きるのか、何が出てく
るのか。不気味すぎます。人形の首が取れていたら大丈夫という条件が気持ち
悪すぎて…この家に何が起きているのか心配です。ストーリーになっていなく
てもこんなにぞっとできるんだと思いました。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員E 18 15 18 15 10 76 どんな状況？怖い！今すぐ帰った方がいいです！赤ちゃんを狙っている何かな
のか？リビングだけ？結婚前から？旦那は知っているの？…謎が有り過ぎて、
いい意味でモヤモヤしました。考察が止まらないお話でした。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員F 16 15 16 13 14 74 こんな書き置き、怖すぎます。旦那さんの実家には何があるのでしょうか。一
体、何が出るというのでしょう？箇条書きにされた守るべき約束事も不気味だ
けれど、それらを守れない時は人形を置いておく、というのも怖いんだけれ
ど、そういう第二の方法もある、という展開は面白い。人形の首が取れていな
ければOK、取れていなければ四時間は戻るな、というのも意味深だけれど。机
にこんな書き置きがしてあったら私なら迷わず自宅に引き返すだろうけど、こ
の主さんは悩んでいるという。そこは悩まないで欲しい。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員G 18 15 15 10 15 73 えぇ〜！普通にこんなの旦那の家にあったら怖い怖い！まずは旦那にソッコー
で確認しますけど…一体何があったのか？いつからこんな儀式めいた事をして
るのか？しなければならなかったのか…様々な背景を考えると凄く怖いし不気
味ですよね。幽霊や何かが出てきた話ではない無いのですが怖い！そして色々
と想像したり考察を膨らませれば膨らませるだけ不気味さが増しますね。そし
てその後どうなったのか？どうしたのか⁇非常に気になる所。その辺の含みも
末文にあったので興味もそそられます。色々な意味で興味深く面白い怪談だと
思いました。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員H 10 5 15 5 10 45 お盆の前にこの怪談はダメですって、めちゃくちゃ気持ち悪いです！！時期も
内容も良い塩梅の気持ち悪さで最高でした。もし刃物を置いたら？もし人形を
置かなかったら？逆行を想像して考察をしてしまうような箇条書きがショート
怪談では新鮮に感じました。

610 書き置き 猫科狸 一般審査員I 11 10 11 11 11 54 これ試したらどうなるんだろ？奥さんはなんで帰ろうと思ったのだろ？えー全
然わかんない。回答みたいなお話はないの？

610 書き置き 猫科狸 一般審査員J 18 15 15 18 13 79 こんな書き置きが実家においていたら、すぐに帰ると思います。
シンプルに怖い。なにか呪っているのか呪われているのか？というところが非
常に気になる

合計 150 136 153 129 138 706

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
629 一般審査員Ａ 12 11 14 18 15 70 人感センサー付きの扇風機ってことは亡くなった姉の存在を感知していたって

ことになるのかな。まだ49日過ぎていなかったら部屋にいる理由もなんとなく
わかる気がするけど、だいぶ前だった場合はちょっと怖いなって思いました。
早く上に上がれ。

629 一般審査員B 12 12 10 13 12 59 人感センサーが霊に反応するのは、あるあるなんですが首を吊ってしまった姉
の話をせずに読者に伝わらせることが出来たら良い話になると思います。

629 一般審査員C 15 14 17 14 14 74 冷静な弟がもうどうかしちゃってますね、誰も居ないのに反応する人感セン
サーは誤作動だとしてもなかなか怖いものです。扇風機がそうさせているの
か？亡くなったお姉さんがそうさせているのか？想像を掻き立てます。それと
あーこれお姉さんの死因はホントに自〇？と思わず疑ってしまう、現代ならで
はの最新家電＋ヒトコワありの新しい怪談のスタイルを垣間見ました。

629 一般審査員D 17 15 16 15 17 80 家電と怪異が組み合わさった今時の怪談でじんわりとした恐怖を感じました。
お姉さんも涼みたかったというより、風鈴が鳴るのを聞きたかったのかな、と
考えると少し可愛く思えてしまいました。仲のいいきょうだいだったのかな、
というのが垣間見えて怪異なのに少しほっこりするお話でした。

629 一般審査員E 20 15 20 10 18 83 最後のオチがいいですね。お姉さんは、まだそこに居るんですね…ゾッとしま
した。幽霊にも反応する人感センサー付き扇風機は新しいと思いました。風鈴
と扇風機が出て来て夏ならではで、人感センサーが現代的で面白い怪談話でし
た。

629 一般審査員F 15 16 15 14 15 75 扇風機、風鈴、という夏の風物詩が非常に季節感を感じさせ、情景がリアルに
想像出来ますね。そして、短いながらもしっかり怖さもあってなかなか良い作
品だと思いました。最後の主さんが扇風機に向かって問いかける、という所
で、ユーモアさと共に、怖さも一気に上がる。娘さんが首を吊って自死された
場所に扇風機が向いていた、という事実。誤作動ではなかったのですね。亡く
なった娘さんの霊がそこにいるのでしょうか。ちょっと切なくもありますね。

629 一般審査員G 18 15 15 10 15 73 夏の日、風鈴となんとなく風情を感じる怪談だなぁと思いきや最後で
“えーーーーっ！”となった私。一気に寒くなりました。人感センサー怖いです
ね…色々と想像してしまいました。しかしお姉さんが自死した方に向く事に対
して嫌そうな⁈様子が2人の関係性を想像していまう所で…。余り関係性は良
く無かったのかなぁ⁈もし良好ならその事で姉の何かを感じられるので嬉しく
なりそうな感じもしますけど…どうなんでしょう⁇でも文章の構成などはとて
も良く、状況も伝わってくるので面白く又最後のオチの持って行き方なども秀
逸だなぁと思ったお話しでした。

629 一般審査員H 10 5 5 15 10 45 風鈴の音が季節と怪談を盛り上げるいいポイントになっていると感じました。
オチが後出し設定になっており、スパン！と勢いのあるオチになっていると思
います。私の主観なのですが風鈴と登場人物の位置関係が分からないので、風
向きの変わるクライマックスに若干盛り上がりに欠ける印象を受けました。

629 一般審査員I 12 11 11 11 11 56 人感センサーとは人がいたらスイッチが入るとかではなく扇風機が首振りをは
じめるのですか？すごいですね。首吊りしたおねえちゃんがまだそこに留まっ
ているんですね。成仏してくれたらいいですね。おねえちゃんにも扇風機あて
て欲しいです

629 一般審査員J 18 18 18 18 19 91 センサーがなにかのエネルギーを感知しているのかと思わせて、最後の一言が
とても怖い

合計 149 132 141 138 146 706

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員Ａ 12 12 11 12 14 61 今までもったいないオバケだと思っていたのが、実は違ったってことなのか

な？それとも、本当にもったいないオバケがいて、貯水槽の中にある遺体が自
分の居場所を教えるためにラップ音を鳴らしたのか。どっちなのかは分からな
いけど、ちょっと嫌な話でしたね。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員B 14 15 15 13 15 72 上手い話ですね。賞味期限切れからの生身期限切れ。できれば賞味期限が切れ
る前に教えて欲しいですね。そして、ラップ音が怖くなってもうそこには住め
ませんよね。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員C 15 15 16 15 15 76 意味を知って改めてゾッとする。そうですね、知らず知らずではありますが、
毎日ソレを口にしてしまってますね。そのラップ音という警告音は考えように
よっては便利？と捉えてもイイですけど、法則性から導き出す怪談、手法とし
ても新しさもあり面白かったです。個人的にはもう少し具体的な薄気味悪さが
欲しかったです、やや薄味でした。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員D 17 17 18 17 17 86 ラップ音が聞こえる条件に気が付いたのも、その理由も面白い！けれどその理
由に該当しなかったのが何故だろう、と思っていたらどこかで聞いたことがあ
る都市伝説と組み合わされたのでとてもユーモアがあるので面白いと思いつ
つ、実際に自分の身に起きたらと思うととても気持ちが悪い。読み終えた時う
わぁ…と思わず声が漏れてしまいました。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員E 10 5 10 10 5 40 「もったいないオバケ」と死体の結び付けは、ちょっと無理矢理なオチだなと
思いました。主人公が殺して死体を貯水槽に隠したという含みを持たせている
のかも知れないけれど、「もったいない」という法則からは外れてしまうと思
いました。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員F 13 12 14 13 14 66 ラップ音、家鳴りが聞こえる部屋の話も怪談には多いけれど、消費期限切れの
食べ物がある時にそれを知らせるように鳴るラップ音の話はこれまで聞いた事
がないし、新しいですね。もったいないオバケの仕業なのかはわかりません
が、こんな怪現象なら怖いと思わずに、逆に有り難い、と思うかもしれない。
ある日から1ヶ月鳴り続けたラップ音は、もったいないオバケではなく、屋上
の貯水槽から発見されたご遺体の霊が立てていた音だったのでしょうね。きっ
と見つけて欲しかったのでしょうね。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員G 18 16 18 10 16 78 初めて聞く面白いお話しだなぁと思いました。そしてお母さんとの“お化けか
なぁ”の微笑ましいトーク…そこまではなんか不思議で面白い法則なんだなぁ、
でもなぜそんな法則⁈と思っていたのですが、最後の文章で一気にゾクゾ
ク！！なので怖さの点を高評価としました。また聞いた事の無いような話でも
あったので、新しさも高評価としています。また私的にタイトルが秀逸だなぁ
と。個人的に可愛くて良いなぁと感じたタイトル！そしてその可愛さとは対照
的な話しの怖さのがまた良かったかなぁと！タイトルもとても重要なエッセン
スになるとも感じたお話しでした。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員H 15 10 15 20 15 75 最高の導入ですね。これはたまりません。ちょっとほっこり系の怪談かと思っ
て油断していたら、貯水タンクから死体。想像するだけでブヨブヨで気持ち悪
いのですが「賞味期限切れ」というキーワードが凄く効きますね。食べ物なん
でしょうか？子どもの絵本のようなかわいいタイトルとの温度差にただただ怖
さと驚きでいっぱいです。

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員I 13 11 11 11 12 58 貯水槽の死体が腐乱していた。。。賞味期限が切れたということですかね。なぜ
期限が切れたものがあるとラップ音がなるのか不思議です

656 もったいないオバケ ツカサ 一般審査員J 18 18 18 18 18 90 マンションに住んでいる自分もそういう事があるのかなって想像してしまいま
しわ。
結局、反応していたものは、何をしたかったんだろうか気になる

合計 145 131 146 139 141 702

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員Ａ 12 12 16 15 18 73 お母さん、天国に行けなかったの！？何か思い残すことあったのかどうかは分

からないけど、携帯にメールを送って知らせるなんて今みたいだなって思うと
同時に、主人公にしてみれば天国に行けなかった母親がどうなるのか気になっ
てしまうかもしれない。

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員B 10 12 13 13 12 60 何をもって上がれなかったんでしょうね。そのメールを読んだ加奈さんだけは
わかってると思いますけど

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員C 17 17 17 15 15 81 ここまで文章が削ぎ落とされ、尚且つ怖さを失わずにストレートで鋭い切り口
の怪談は久しぶりに読みました！死者からのメッセージですね成仏出来ずに彷
徨っている。文章を書く上で不安になるとこちゃこちゃと説明口調になりがち
で結局は何を言いたいのか？と本テーマから逸れていまいち伝わらないパター
ンに陥りがちになりますが、引き算の極致ココにありでした。

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員D 14 18 16 17 15 80 これぞショート怪談。見事です。そんなことある？という悲しい気持ちになり
ました。どうしても娘に伝えたかったのかもしれませんが、どうしてあげたら
いいのか私ならパニックになっているかもしれません。

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員E 20 18 15 15 15 83 ショート中のショートで余分な物が無く簡潔なのがいいです。まだ今世に未練
が有るのか？それとも供養が足りなかったのか？どちらにしても早く成仏して
貰えるといいですね！

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員F 15 17 16 14 14 76 非常に短いですが、鋭さが光るショートですね。加奈さんの携帯に届いたお母
さんからの一通のメール。「あがれませんでした」の一文。お母さんの四十九
日の法要を終えたその日の夜の出来事だというので、お母さんは既に亡くなっ
ている、という事がわかりますが、お母さん、この世に留まってしまうことに
なるのでしょうか。メール、というのも現代の怪談っぽさがあっていいです
ね。こういうショートは好きです。

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員G 15 13 15 10 13 66 なんか怖いというより悲しい感じがしたお話しでした。文字通り“あがれなかっ
た”って成仏出来なかったと捉えて良いんでしょうか…しかも法要後というタイ
ミグなので。お母さんが亡くなられた背景やその辺の描写も無かったので分か
りませんが、何か不幸な亡くなり方をしたのでしょうか⁈それとも悔いが残っ
ていたのでしょうか⁈色々と考えさせられました。とても短いショート怪談な
がらもギュッと凝縮した様な濃いお話しだったのではないでしょうか。もしか
すると死に至る背景や原因なども付け加えると何故“あがれなかった”とメール
が来たのか？が考察できて又違った角度で楽しめたお話でもあったかなぁと
思った所です。

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員H 5 5 5 5 5 25 俳句のような怪談だなと感じました。とにかく切ないですね。私は母を亡くし
ているので切なさでいっぱいになりました。読み手を選ぶ怪談だと思います。
恐怖よりも、切なさと寂しさが上回ってしまうので、GPで勝ち上がる為には少
し工夫をすべき内容だったかもしれません。

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員I 12 11 13 15 12 63 お母さん。。。ちょっと笑ってしまいました。その報告は欲しくなかったです
ね。49日であがれなかったらもうあがれないのかしら笑。お母さんがずっとそ
ばにいてくれると思えばいいのかもしれない

615 あがれませんでした クダマツヒロシ 一般審査員J 18 18 18 18 19 91 とても怖い。
４９日法要のあとに、なんでこんな事になったんだろうと非常に気になった。
メールもユーモアが聞いていたと思う。

合計 138 141 144 137 138 698

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員Ａ 16 18 16 15 18 83 続柄三男のインパクトが強すぎる。主人公の生まれる前にいた兄二人は山に捨

てられたってこと？冗談で山に捨ててこようかって言っていた祖父と祖母の言
葉が洒落にならないです。前科ありじゃないですか。因習が無くなるのは時間
がかかるとは思うけど、なんでこんなことをやるんだろうな。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員B 13 14 14 12 13 66 続柄三男はどうなんでしょうかね。長男は亡くなってるか養子に出されたとい
うことで、三つ子だったかもみたいな感じですよね。まあ、三つ子だったら災
いは起こらないんじゃないでしょうか。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員C 16 16 15 16 16 79 アンタは本当は橋の下から拾ってきた子供なんだよ！と子供の時に悪い事をし
たら親に冗談まじりでそう注意された経験は誰でも少なからずあると思います
が、これは因習が絡んだ嫌な例で…別に知りたくなかった事実を意図せずに
知ってしまった。後からじんわりと染み込むいや〜なタイプの怪談ですね。時
として村の小さなコミュニティルールは村存続の為とは言え、一般の倫理観か
ら大きく逸れてしまってる事に気が付いていない事例も令和の今でも沢山ある
ようで。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員D 18 16 17 17 18 86 最後まで読んでまさかそういうこと？いやまさか…ともやもやしてしまいまし
た。双子を越える三つ子だったとしたら、今の時代であっても実行されている
可能性があるのでは？と勘繰って気分が悪くなりました。途中までよくある話
かと思って油断して読んでいただけに、オチに動揺してしまいました。出生届
を出したもののいなかったことにされた長男に何があったのか調べたいよう
な、触れてはいけないような…もやもやが残ります。ほのぼのした雰囲気の文
章ですとんと落とすのがとても上手いと感じました。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員E 10 5 10 10 5 40 素朴な疑問で双子が嫌われているなら三つ子はもっと嫌われてもおかしくない
のでは？そうすると三つ子の一人だけを捨てるとは考え難い気がします。実際
に捨てていたとしたら、それを脅しに使う？違和感が残りました。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員F 12 12 11 12 13 60 双子が不吉とされていたのは何も日本だけの話でなく、昔は多くの国々でそう
いう風に考えられていたみたいですね。たまたま双子として生まれてきてし
まったが為に忌み嫌われる。しかも、先に生まれたというだけで捨てられてし
まう、というのは単に時代、という考えでは割りきれない苦しさを覚える。こ
のお話で、主さんが戸籍謄本を見て感じた違和感。主さんは双子の兄で長男だ
と思って育ってきたところに知ってしまった衝撃の事実！主さんの上に二人も
お兄さんがいた、という事なんでしょうけれど、その二人はどうなったので
しょうね。やはり、双子だったのでしょうか？双子だったとして、二人とも存
在していないのも気になりますね。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員G 20 18 16 10 18 82 幽霊や何かが出てくるお話しでは無いものの、ある種人怖的な昔からの風習の
怖さというか…読み終えたあとに色々と襲ってくる怖さがありとても読み応え
があったので怖さの点で満点を付けました。また話の構成や描写も良かったの
で全体的に高得点のお話しだったと思います。やはり末文の破壊力ですよね…
私も一瞬凍りましたもん。え？ってなりますよね…そしてその後襲ってくる怖
さ。しかも身内が絡んでる…そして大好きだった祖父母の見る目も変わりそう
な、人間不審になりかねない事実。色々と怖いです。その後その事実を確認し
たのかなぁ？どうしたんでしょう…秀逸なお話しだったと思います！

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員H 15 20 10 15 15 75 素晴らしい！！私の経験不足なのですが、過去に読んだことのないオチに肝が
抜かれました。幸せなどこにでもあるような風景と思い出が一気に崩れていく
緩急がえげつなくて最高でした。文脈も読みやすく因習の説明もシンプルでわ
かりやすく、ショート怪談なのに読了後の満足度がかなり高く感じました。

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員I 14 11 12 10 12 59 もしや3つ子ですでに1人と思ったがやっぱりでした。双子の片方も戸籍謄本を
見るのは時間の問題だろうけど、戸籍謄本に残っているのだから親や祖父母は
別に隠す気持ちはないんでしょうね。薄れていない信仰心。双子や3つ子が生
まれないといいですね

635 長男坊 落合ちゃん 一般審査員J 15 15 12 11 12 65 昔の因習で怖いものだなと思わせるものだった。
双子の何が、どう良くないのかがあるともっと良くなると思う

合計 149 145 133 128 140 695

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員Ａ 20 16 15 16 18 85 人間が恐ろしいって言われても仕方がないですな。しかも、夏至の晩に毎年行

われていたってこと？事件が明るみにならないのは人を殺めたという意識がな
いからかな。あれは鬼ですと。村ぐるみで隠ぺいという推理小説あるあるな話
だなって思いました。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員B 13 12 13 10 12 60 本当にショート怪談は難しいですよね。オチで怖がらせないといけないです
し、読んだ人ならわかると思いますが、人間だろうなって書かなくてもわかる
ので、そこはあえて書かずに夏休み明けに学校に行ったら教室の机が１つ少な
くなっていた。とか、棒で殴っている人の目には涙が溢れていました。とかに
した方が面白くなると思いました。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員C 17 17 16 14 17 81 その村人たちの目に映る鬼とは一体どんな生き物だったのでしょうか…なんと
も惨たらしい結末。人間は大義名分や役割を与えられると個々の罪悪感が薄れ
容易に鬼と化してしまうものですね。短い怪談だからこそのスピード感と村人
の狂った熱量、対比となる恵子さんの視点に心地良ささえ感じました。仮に一
度でもその鬼と言われている者に罪悪感を感じながらも村人に混じり傷をつけ
てしまったら最後、もう前の自分に戻ることは絶対に出来ないという恐怖も感
じ取れました。それとその鬼は恵子さんの視点からは具体的にどんな人間だっ
たのかを知りたかったです。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員D 18 16 18 17 18 87 何か象徴的なものを祀った奇祭かと思って読んでいましたが、とても気分が悪
い話でした。その「鬼」に選ばれる者の基準は一体何なのか、本当に「鬼_な
のか深堀りしたくなってしまいました。人柱ではなく、鬼であることの意味は
あるのでしょうか。村のために『何か』を犠牲にすることになったとしても、
人を捧げることに対して後ろめたさがあったから『鬼』ということにしたので
しょうか。村の歴史にも興味がわきます。とても面白いお話でした。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員E 10 5 18 10 5 48 【鬼葬】という面白いタイトルに心惹かれました。鬼が存在する前提のお話に
なっているのが、ショートだと情報が少なすぎて理解が追い付きませんでし
た。そこが理解出来ないままのオチだったので…長編だったら面白い題材だと
思いました。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員F 15 14 14 12 13 68 奇祭、というのは地方では案外あるのかもしれませんが、鬼葬、ですか。鬼に
纏わる伝説や行事、お祭り、というのも地域によってはあるのでしょうが、鬼
を捕獲する、となると、一般的には鬼は伝説の生き物で、実体は普通は目には
見えないのだから、節分の鬼のように、誰か人間が鬼の役をする、という形に
なるだろう。このお話の惠子さんの実家の集落でもそれは例外ではないだろ
う。それなのに、一斉に棍棒で殴り、挙げ句には腸を抉り出すとか、それはも
う狂気であり、殺人だ。集団心理の恐ろしさを感じる。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員G 18 15 15 10 16 74 村の風習とか慣習…現代には考えられない様な事が本当に行われていたんです
ね。最初読んでいた時は何かを鬼に見立ててやっているのか？とも思ったので
すが、最後の件で一気に恐ろしくなってしまいました。もしかして“生贄？”そ
う感じだから。もしそうだとしたら毎年どんな風に“生贄”を探していたのか⁇
色々と考えると恐ろしくなります。今もなお行われているのか？色々と気にな
る所は沢山あります。なので怖さの点は高得点とさせて頂きました。なかなか
ハードで興味深いお話しだったなぁと思いました。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員H 5 15 5 10 10 45 タイトルが良いですね。クセ強そうなタイトルに期待が膨らんだ分、中身への
評価が厳しくなってしまいました。おそらく「鬼」に関する情報が少なすぎる
からでしょうか、限界集落やっぱこわいよね怪談になってしまって若干、もっ
たいない気もしました。

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員I 13 12 12 11 12 60 たぶんほかの村人にも人間に見えていて生け贄だったのではないかと思いま
す。罪人なのか選ばれし者なのかわからないですが。。。怖いお祭りですね。ど
うやって選ばれるかはわからないですが、自分の親、兄弟が選ばれたら嫌です
よね。そんなお祭りなくなればいいなと思ってしまうほど読みやすくて内容が
残るお話でした

651 鬼葬-kisou- 高崎 十八番 一般審査員J 18 18 18 14 15 83 昔の地方での怖い因習なんだろうと思わせて、何が理由なのか想像してみたと
ころ、口減らしとかをするために鬼のせいにしたのかなと想像しながら読みま
した。ヒトコワの中でも怖いと思います。

合計 147 140 144 124 136 691

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
665 深夜の喫煙所 一般審査員Ａ 16 15 14 14 16 75 がっつり幽霊が出ていましたね。店長がバイトをやめて引っ越ししたと言われ

ていたYの首が折れていて、しかも後ろ髪を掴まれている。この店長は何を
やったんだろうな。やめて引っ越ししたという話はほぼ嘘だってことになりま
すね。

665 深夜の喫煙所 一般審査員B 14 14 13 15 12 68 ユーモア作品ですね。母音はイとエで子音はって聞いた時に同僚は死因と勘違
いしての首折れてたよ。って事ですよね。店長のせいで自殺してしまって、
引っ越したことにしていた。考察をいろいろ膨らませられるいい話でした。

665 深夜の喫煙所 一般審査員C 13 12 13 12 11 61 まるでコチラに向け親しげに話しかける様な文章はすんなりと話が頭に入りや
すく、良かったです…が、すんなり過ぎていかんせん地味で印象には残りにく
い怪談でした。最後まで読み進めてジワっと湿った怖さがあったのですが、そ
れとその店長さんは業を背負っている様で、もっと酷い目にあって欲しいと私
は思いました。もう一つ画をもっと派手に！より陰惨にぶちまけて爪痕を深く
残すような次回作はそういう文章を望んでおります。

665 深夜の喫煙所 一般審査員D 19 15 16 16 16 82 世間話を聞いている風で読んでいたので、淡々とこの光景を見ているこの人が
一番恐ろしいです。店長とYさんの人間関係がうっすら見えて人を恨む念の強
さにぞっとしました。明らかに不自然な動きをさせられているのに抗えないと
いうのは、店長さんはもう手遅れなのでは…？この先の展開も気になるお話で
した。

665 深夜の喫煙所 一般審査員E 10 5 10 15 10 50 細かい突っ込み所は有りますが…シインと子音を掛けているのは面白かったで
す。何を言っていたのかは分かりました。Yが辞めた原因は店長なのだろうと
は理解しました。心霊なのか？ヒトコワなのか？濁している所は良かったで
す。

665 深夜の喫煙所 一般審査員F 14 13 14 13 14 68 語り口調での書き方が何となく新鮮な感じがしました。こちらに直接話しかけ
るような表現が面白く、話がスッと入って来ました。店長とYとの関係はわか
りませんが、店長はYは仕事を辞めて引っ越した、と言っていたのは嘘で、恐
らくは店長がYを殺してしまったんでしょうね。Yが首の折れた霊となって店長
の頭を掴んで揺すっている状況が目に見えるように浮かびます。悪い事は出来
ないですね。

665 深夜の喫煙所 一般審査員G 18 16 16 10 14 74 語り口調なお話し、私結構好きなんですけど今回も例に漏れず臨場感があって
面白いなぁと思いながら読ませて頂きました！そしてなかなか不気味なお話し
ですよね…その状況を読みながら想像してしまったのですがめちゃくちゃ怖
い！しかもYさんはきっと亡くなっていますよね？だとすると…。そして最後
のオチもなかなか秀逸で！そこでまた恐ろしくなりました。その後店長さんは
無事だったのか？その辺も気になります。総じて怖さの点で高評価としまし
た。

665 深夜の喫煙所 一般審査員H 10 10 10 15 10 55 高度すぎる…この親父ギャグは高度すぎました。しかし、テキストだからこそ
遊べる投稿怪談だからこそのオチに拍手です！スタートダッシュから不穏な空
気をまとってストーリーが進みいびつに着地をしている良い怪談だと思いま
す。要素を必要最低限にしぼって整理をしなおすと、もっと恐怖を感じる内容
になる気がしました。

665 深夜の喫煙所 一般審査員I 12 12 11 11 12 58 Ｙは亡くなっていたんですかね。店長が殺したんですかね。後ろ髪を引っ張ら
れて頭が上下するくらいだから店長の首も折れていたんですかね。謎です

665 深夜の喫煙所 一般審査員J 18 18 18 16 17 87 店長に何を伝えたかったんだろうか気になるし、なぜ店長に対してだったのか
気になる。また非常に怖い。
私ならば、店に近づけないくらい怖いです。

合計 144 130 135 137 132 678

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員Ａ 15 14 16 20 16 81 タイトルの『またとなけめ』で調べてみたらエドガー・アラン・ポーの『大

鴉』が引っ掛かってきました。自分だったら安直に『鴉』ってタイトルにする
と思うけど、タイトルセンスがおしゃれだなって思いました（ユーモアの得点
を20点にしたのはこれが理由）。この鴉は一回、人間を食ったことあるんか
い。まぁ、人様が亡くなった遺体に鴉がいる構図は何度も見たことがあるの
で、その経験があるってことなのかな。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員B 13 12 14 12 12 63 鴉が毎日いろんな動物をついばんでいるのはわかるんですが人間が1番美味い
にもって行くのに対象を大きくしていくのが強引で力技すぎました。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員C 16 16 16 14 15 77 果たしてそれは本当に鴉でしょうかね🐦‍⬛例えば一度人間の肉の味を覚えてし
まった熊はまた人間を狙い食べに来ると言いますが、より生活圏が近く群れで
行動をしている、鴉となると話がまた別ですね…こんな生き物が町中そこらに
蔓延ってしまったら、そりゃあ悪夢です。犯罪者も最初は小動物をターゲット
にするように、その鴉も最終目標は人間を喰う事で間違いないでしょう。そし
てわざわざコチラを見定めて宣言するあたり余程人間である貴方自身の肉が美
味そうなのかと…伝わりました。それと鴉が直接言葉を話さずとも人間側が捕
食対象だと悟ってしまう描写だけでも良かったと思います。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員D 17 16 16 17 14 80 読み進めながら嫌な予感が募っていき、最後やはり…ととても思い気分にさせ
られました。歯がないはずの鴉が咀嚼しているのもとても気持ちが悪い。初め
からこの人に見せつけるために食事をしていたのでは？と勘繰ってしまいま
す。一番『美味しい』と知っているということは、恐らく…日常的に見る生き
物でもあり、不吉なものの象徴としても表現される存在なので何か食べている
ところを見たら気になって見てしまいそうな気がします。最後なんとなく予想
ができたので意外さは低めにさせていただきました。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員E 10 5 15 10 5 45 ついばんでいる物が段々大きくなっていくのが不気味でした。「人間が一番う
まいんだよ」は、そう聞こえただけ？個人的に猫は助けてあげて欲しいと思っ
てしまいました。これは何コワなんだろう？ジャンル分けも採点も難しい怪談
でした。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員F 15 13 13 13 13 67 鴉は近くで見ると案外大きく、その大きさに怖さを感じてしまう事がある。鴉
は雑食だから、生物の死骸をついばむ事はあるし、そんな姿を実際見た事もあ
るけれど、このお話のように、ネズミから始まり、次の日は大きなヘビ、次の
日はハト、また次の日は猫、そして犬、と、日毎についばみ咀嚼する餌が大き
くなっていくのは怖いし不気味だ。そして、最後に一言、「人間が一番うまい
んだよ」と呟いて飛んでいく鴉。人語を話す鴉も普通に怖いけれど、うまい、
と言い切るという事はその鴉は人を食べた事があるんだ、と思うと更に怖い。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員G 16 15 15 10 17 73 シンプルに気持ちの悪いお話しだなぁと思ったのですが、これ本当に目の当た
りにしたらショックですよね。鴉って雑色とはいうものの、犬まで食べるって
…。何かに取り憑かれた鴉なのでは⁈はたまた何かの妖怪なのか⁈と思ってし
まう程インパクトのある怪談ですね。怖さよりも意外性の方があったので、そ
の点は少し高く付けました。全体的に話しも分かりやすく、やり取りの不気味
さや情景描写も分かりやすく短編とはいえなかなか濃い話しだったと思いま
す。ちなみに最後のオチ…更に話を濃くしましたよね色々と想像してめちゃく
ちゃ怖かったです。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員H 5 10 15 10 5 45 すごく良い！最後のオチで、鴉では無いナニカ。という存在が伝わってきまし
た。動物がしゃべるタイプの怪談はこのGPでは初めてでしょうか？思い切った
演出を楽しめました。1点残念に感じたのは、国民的人気漫画にしゃべるカラ
スが登場するので怖い声で脳内再生されなかった点が残念です。

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員I 15 13 12 12 11 63 食べるものが少しづつ大きくなってきたときに最後は主人公が狙われるんだろ
うなと思いました。突然、鴉がしゃべったのは、お前を狙ってると宣誓したと
いうことなんでしょうか。鴉は死体を食べるんだから、主人公がもう少しで死
ぬってことなんですかね。いろいろ思い巡らせてしまいます

662 またとなけめ 落合ちゃん 一般審査員J 18 18 18 18 11 83 だんだん大きくなっていって、どこまで行くことになるんだろうと読者に怖い
想像をさせるところが良かった。カラスが何を意味しているのかも非常に気に
なる。

合計 140 132 150 136 119 677
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
643 感謝 落合ちゃん 一般審査員Ａ 16 16 17 16 18 83 なんで父親の後ろに憑いていた少女の霊が拍手したのかな。父親が伯母に言っ

たことを後ろにいる存在が感謝したという意味ならば、これから悪いことが起
こるんじゃないかって思いました。いつもならば受け流す父親が反応したとい
うことはちょっと普通じゃない気がしますね。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員B 13 13 14 13 12 65 伯母さんがよくないものってわかるのなら、それはよくないものなんだろうか
ら、お父さんが悪いものに拍手されてるって事は状況はよくない方向に進んで
ますね。うん。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員C 15 17 15 17 15 79 パチパチ👏幽霊達もそうだ！そうだと言ってます。オカルトに強く傾倒し過ぎ
るのも考えものとの警鐘でもありますね。使命に燃える人間はかっこいいとい
うのは亡くなってる方にも共通認識の様で、怖いだけじゃなくユーモアがある
幽霊は短編、長編問わずあまり無いのでとくにユーモア点とまさかの後から拍
手⁈のツッコミたくなるような鋭さがあり高く評価致しました。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員D 15 14 18 17 16 80 救命救急士という命に向き合う仕事だからこそ、スピリチュアルな話をずっと
聞かされていたら嫌気がさすのは当然でしょう。どういう理由があってお父様
についてきているのか分かりませんが、助けてもらえて感謝している存在もい
ると思うと報われるのでは、と思いました。お父様の「人間を見ろ」という言
葉は、自称霊感アリの人に聞かせたい言葉です。拍手が聞こえた気がした、と
いうのはあまり聞いたことがないのでユーモアを高めにつけました。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員E 15 15 15 10 15 70 伯母さんにはよくない物しか見えていないのか？見ようとしないのかも知れな
いですね！拍手をしてくれる存在もお父さんには憑いているのだったら、その
人達の存在の方をお父さんに知らせて欲しいですね。救われなかった人でも最
善をつくしてくれたのは分かるはず。心が救われる怪談でした。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員F 13 12 13 13 12 63 救急救命士という仕事は素晴らしいし尊い仕事だと思う。実際、仕事柄、死に
立ち会う機会も多いのだろうと思う。伯母さんはなまじ霊感があるだけに、つ
いつい弟である主さんのお父さんに色々言ってしまうのだろう。事実を言い当
てられていたとしても、命の最前線の現場で常に闘っているお父さんが切れる
のもわかる。お父さんの後ろで聞こえた拍手は、救えなかった命の霊かもしれ
ないけれど、お父さんの頑張りはしっかりと見ていたのでしょうね。怖いとい
うより、どこかホッとするようなそんなお話でした。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員G 14 14 14 10 15 67 余り怖さは感じなかったものの、色々と読み手によって解釈を楽しめるお話し
では無いのかなぁと思いました。お姉さん、そしてお父さんの気持ち両方分か
るなぁと思ったり…セリフも短編ながら凄く臨場感があり重い言葉だなぁと。
なので非常に読みやすく、色々と考えさせられるお話しだなぁと思い完読で
す。短編なのでお話しはギュッとまとまっているのですが、お姉さんの行動や
言動などとても興味深いなぁと…もっとどんな事をしていたのか？なども気に
なった所でした。そして最後に命についても色々と考えさせられました。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員H 3 3 5 5 3 19 ユーモアなオチに少し笑ってしまいました。背景にいるナニカが拍手をしたの
であれば、なんだかチャーミングですね。私のカウントの仕方が間違っていた
ら申し訳ありません。すごく悩ましいのですが、募集内容の250文字をオー
バーしているので減点して評価させて頂きました。250文字ぴったりに仕上げ
て投稿する方も多く、ルールを守っている方を尊重したいと思います。

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員I 14 13 14 12 11 64 テンポよくて読みやすかったです。幽霊から拍手もらえるなんて素敵なお父さ
んです。例え亡くなったとしても最善をつくしたお父さんに感謝してたんで
しょうね。っていうか感謝してるなら憑くなよって感じでちょっと笑ってしま
いました

643 感謝 落合ちゃん 一般審査員J 18 18 15 15 15 81 生死に関わる仕事をしているとあるんだろうと想像させるが、頑張っているに
も関わらず、なぜ悪いものがついてしまうのかが非常に気になる。

合計 136 135 140 128 132 671

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員Ａ 12 15 14 15 18 74 人の顔をしたカマキリ！？想像しただけでも気持ち悪いですね。昔の人が蛍火

を人魂だと勘違いしたのって、人の顔をしたカマキリが蛍を食べていたのを遠
くで見て勘違いしたのかなって思いました。途中までは良い話だなって思った
んですけどねｗ

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員B 13 13 14 12 14 66 単純に私は虫が苦手なので人の顔したカマキリはキモって思いました。きもい
だけで怖くはなかったです。あと、夜のとばりやほたる火とかを使うとなん
か、カッコつけてる感じがして怪談にはむかないと思いました。

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員C 16 16 17 15 16 80 蛍があちこちで点灯してる様は想像するだけで幻想的な風景ですね。と少し
浸っていたら急な斬り口の鎌にやられてしまいました。見てはいけない現場に
鉢合わせしてしまった！カマキリは雌が雄を食べてしまう性質があるのでこの
カマキリ人間はきっと雌でしょうね。いや性別なんてどうでも良いですか、人
間サイズのカマキリが実在したらもう脅威の戦闘力でしょう即退散しましょ
う。顔だけがカマキリのビジュアルが想像するだけで悍ましくそして怖く、オ
チとしても新鮮さと鋭さがありました。

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員D 14 12 16 17 17 76 季節感を感じられるお話でした。途中までこんな風景実際に見てみたいな、と
情景を想像させるのが上手く蛍が飛び交っている様子が目に浮かびました。最
後が唐突すぎて何が起きたのか分からず思わず二度見してしまいました。何で
そんなものがそこにいたのでしょうか…

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員E 10 10 15 10 10 55 タイトルが「蛍火」で、夏らしい怪談かと思ったら人面カマキリは不気味でし
た。振りで「人魂」とのワードが出て来ていたので、勝手に想像していたお話
と恐さの種類が違っていたので驚きましたが、不気味で怖かったです。

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員F 13 12 13 12 13 63 梅雨時の夜に見られる蛍は幻想的だ。私も昔を懐かしく思い出しますが、子供
の頃は本当に沢山の蛍が飛び交っていたものです。田中さんが思うように昔の
人は蛍の光を人魂だと勘違いしたのでしょうか？人魂にしては、光があまりに
弱々しく、小さく思いますが。蛍が光るのは求愛だというのは有名な話です
が、短い命を精一杯生きる蛍は儚いけれど、逞しさも感じる。交尾を始めた蛍
を人の顔をしたカマキリが突然現れて食べてしまう展開は怖いというよりもあ
まりに唐突過ぎました。それは妖怪の類なのでしょうか。

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員G 16 14 14 10 17 71 季節的にも風情のある感じの話だなぁと思い読み進めていたのですが、最後の
オチで一気にえ⁈となり引き込まれたお話しでした。しかしそんな事あるんで
すかね…人面魚とか人面犬とかは聞いた事ありますが“人面カマキリ”とは！！
何かの妖怪めいたモノなのか、生まれ変わり⁇怨念が憑依⁇色々と考察が楽し
めるお話しでもありますけど…状況が怖すぎですよね！そして蛍を捕食する意
味とかも何かあるんでしょうか⁇しかも“雄”色々と意味が考えられそうです。
風情ある描写からの一転して怖さに持っていく辺りはなかなか面白かったなぁ
と。全体的には不思議さと不気味さが相まった興味深いお話しだったと思いま
す。

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員H 5 5 10 10 5 35 面白い！昆虫が出てくるのがとても新鮮に感じました。人面カマキリという設
定がユーモアがありますね！印象的な作品になっていると感じました。1点気
になってしまったのは蛍が飛ぶ季節はカマキリはまだ幼虫です。でも、カマキ
リがいない季節なはずなのに、カマキリが登場する事から怪異と考えると違和
感が無いのかもしれません。

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員I 11 10 11 10 11 53 何怖？というより意味がわからなかった。人面犬のような感じのカマキリがい
たということですよね？人間の顔の大きさだとカマキリは立っていられないか
らカマキリの顔サイズの人の顔。。。想像しても怖くなかった。ごめんなさい

634 「蛍火」 高崎 十八番 一般審査員J 18 13 15 14 15 75 色々、意味がわからない怖さが良かった。
ホタルのひのたまとの関連性は、想像しやすかったが、それ以外のところが突
然過ぎて、怖い。

合計 128 120 139 125 136 648

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
607 一般審査員Ａ 15 12 12 14 16 69 聞いてきたやつは何者なんだい。謎しか残らないんですけど。神様？それとも

守護霊？よくわからないけど、なんで主人公にそんなことを聞いてきたのかは
分からないけど、この選択肢によって主人公の人生に影響を与えるのかなって
思いました。傷は消えるけど歩けなくなる医者と傷が残るけど歩けるようにな
る医者って選択肢の意味が無いような気がするんだけど。

607 一般審査員B 14 13 14 12 14 67 不思議な感じですね。救急隊員ではあり得ない老人の2択と同じ人に見えた署
長、警察が被害者に直接そんな事を聞くのかはわかりませんが、人ではなさそ
うですね。

607 一般審査員C 16 17 16 15 16 80 まるで世にも奇妙な世界に迷い込んでしまったような、あえて詳細な説明をし
ない事によってまだまた余白があり読み手に想像を委ねる文章構成はここから
がこの物語の始まりの様でこの少年のこれからの人生のあらゆる場面の選択肢
の中でこの老人が現れる事でしょうね。私は勝手な想像では実はこの老人は未
来の少年自身だったという‥どうでしょうかね？

607 一般審査員D 12 16 15 16 15 74 一回読んで狐につままれたような気持ちになってもう一度読み直してしまいま
した。なぜ救急隊員のような制服を着ていたのか、子どもだから警察の制服を
見間違えたのか。そもそも、質問の意図はなんだったのか。そして、署長から
の二択も本当に存在するものなのか。不思議なことが多すぎて、彼が事故に
あったのも何らかの見えない力が働いていたのではないかと考察が止まりませ
ん。

607 一般審査員E 10 5 10 10 10 45 出された選択や、その選択を選んだ結果に何かしら意味が有るのかと、最後に
期待して読んだのですが、「同じ老人だった気がする」だけの終わりで、いま
一つ盛り上がりに欠けていると感じました。

607 一般審査員F 12 13 13 13 14 65 主さんが事故に遭って救急車で運ばれた時、傷の治り方の二択を迫ってきた隊
員の様な服装をした老人は、本当に何者なんでしょうね？普通に救急隊員なら
そんな質問はまずしないですもんね。傷がきれいに治っても歩けなくなるより
傷が残っても歩けるようになる方がいいに決まっているけど。隊員後の警察署
で再び犯人の罪の重さに対して二択を迫られるけれど、その署長というのも、
当然、本物の署長ではないだろう。なりすましの霊だろうか？だとしても、そ
の質問の答えで裁量出来るような権限があるのも不思議だし、怖いというより
とにかく不思議なお話でした。

607 一般審査員G 13 14 18 10 15 70 怪談としての怖さは感じられなかったものの、不思議な話しとしてはとても興
味深く面白い内容だったのではないでしょうか。また個人的にそこに新しさも
感じたのでその点は高評価としました。短編とはいえとても整理されたお話し
で、読みやすく無駄を省いた事で不思議さが余計に際立つ感じのスッキリした
構成がとても良かったと思いました。お話しも今後起こる事の選択という事
で、何とも奇妙ですよね…死神的なものかも最初は思ったのですが、そうでも
無さそうな⁈その老人は何者なんでしょうね⁈きっと当人にしか見えてない存
在でしょうし。考察楽しめそうですね！でも結果的にその方に何か不幸な事が
起きた訳でも無かったのでその点は良かったなぁと。

607 一般審査員H 5 10 10 5 15 45 どういうこと…？？と混乱してしまう内容と怪我の描写が生々しく実話怪談の
ように感じました。２択を迫られる恐怖が後からじわじわきますね。その２択
が極端すぎて緊張感がありました。投稿者さんの過去の投稿作品とはまた違っ
た趣で楽しめました。引き出しの多さに驚くばかりです。

607 一般審査員I 13 12 12 11 12 60 全部、選択が逆だったらどうなっていたのか？選択をさせただけでその後なに
もなかったのか？笑うせーるすまんみたいな内容を期待していたがうーんって
感じの終わり方でした

607 一般審査員J 15 15 15 15 12 72 過去に自分が経験した交通事故を思い出させられた。
傷口や周りを意外と冷静に見ることができた自分と同じだったんだろうと思わ
せたところがとても良かった。

合計 125 127 135 121 139 647

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
604 一般審査員Ａ 16 14 14 16 15 75 タンクから首を出しているのをいやだな。そして、布団の中で思ったとこがこ

の世のものではないものとリンクして、トイレの水が流れるのは体験者が夕方
見てしまったから意思の疎通が出来てしまったからかなって思いました。今ま
で何にもなく、この日初めて体験してしまったのか、それが気になりますね。

604 一般審査員B 12 12 13 10 12 59 読んだ感じですが虐待されていた子がトイレのタンクで溺れさせられて亡く
なったんですか？トイレの水を流すのが返事みたいな。主人公に対して何がし
たいのか、して欲しいのかがわからないですね。

604 一般審査員C 14 14 16 17 16 77 トイレ業界も日々進化しておりますね。音声認識機能がついた日は驚きと共に
感動した記憶があります。怖さとユーモアたっぷりの言葉を認識してくれるト
イレ。今はまだ水が流れるだけですが、そのうち沢山のお友達を引き連れて今
夜あたりあなたの枕元に‥いや虐待をした張本人の所へ行って是非復讐を成就
してほしいですね。

604 一般審査員D 17 14 16 17 15 79 トイレの怪異は勘弁してほしい…逃げられない…何故こんなに冷静に分析でき
ているのか理解できない。閉鎖された空間の中でも特に無防備になる空間でこ
んなことが起きたら嫌だな、という妄想をそのまま書き起こしたようなお話だ
と思いました。淡々と描かれているからこそ気持ちが悪い。タンクの蓋が開け
られるタイプの家の方にはかなり厭な話になったのではないでしょうか。

604 一般審査員E 10 5 10 10 10 45 タンクから出てきた少年がどうして虐待されていたと感じたのかが分からな
かったです。そこまでは引き込まれて読んでいたのですが、そこから失速した
感じになりました。ショートで文字数に限りが有るので仕方ないのかも知れま
せんが、最後が勿体無かったです。

604 一般審査員F 12 10 14 13 12 61 トイレに現れる霊の話は割とよく耳にしますが、タンクの中に潜んでいて、し
かも水を飲む霊といった話は聞いた事がないので、新しいな、と思いました。
トイレって無防備なので、そこで視線を感じたり、変な音を聞いたりしたら怖
いだろうな、って思います。結局、何が怖いかって、すぐに引っ越したり出来
るならそれはそれでいいけど、何か怪現象があったとして、そこに住み続けな
ければならないのだとしたら、それが一番怖いんじゃないかと思う。

604 一般審査員G 16 14 14 10 14 68 そこはアパートなのか借家なのか⁇そういった場所だと怪異は起こりそうです
もんね…。よくありそうな怖い話しかなぁとも思ったのですが、お話しの背景
にはとても悲しい事があったのかなぁと、末文で感じさせられた事で、怖いん
ですけど悲しいなぁとも思ったり複雑な気持ちにもさせられたお話しでした。
短編ですが、その時の状況も凄く伝わってきて読みやすい同じでもあると思い
ます。なんとなくそこでの怪異としてはもっと色々ありそうな感じもします
し、その後の後日談とかその後どうなったのか⁈なども個人的に気になるなぁ
と思った所です。

604 一般審査員H 5 5 5 10 5 30 便座とタンクと違いはありますが、スキビティトイレが思い浮かびました。厭
な考察になりますが、タンクを使うだろうか？と疑問も沸きました。ちょっと
面白い内容に仕上がっているな〜という印象と同時にクライマックスのパンチ
とオチへの導入の弱さが目立ってしまった印象です。

604 一般審査員I 13 12 11 11 11 58 虐待。。。トイレの水を飲まされたのかな？それは叩かれるよりも酷い虐待のよ
うな。。。まぁ虐待で傷つけるには変わりはないのですが。なぜ虐待があったと
思ったのですかね。死んでたとしたら苦しみから抜けられてなくて可哀想だな

604 一般審査員J 16 18 19 19 15 87 シンプルに怖いが、想像か思い込みなんだと思わせているところがとても良
かった。
また視線を感じたというところの情景が想像しやすいところとユーモアさを醸
し出しているところも非常に良かった

合計 131 118 132 133 125 639

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員Ａ 15 14 13 15 14 71 シールの顔が変わった意味は何なのか気になりますね。シールを貼った老人が

次の日に亡くなったのは偶然なのかそれとも必然なのか。そして再び現れた謎
のシール。この後何が起こるのかが気になって仕方がないです。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員B 11 10 12 12 12 57 シュチュエーションがいまいちわかりにくいです。幼稚園の隣の家の窓に貼っ
たんですか？そんな事します？そして、同僚に顔が似てたって言われてるって
事は同僚の話か、一緒に居たかのどっちかですよね。非常にわかりにくいので
自分で何度か読み返してから応募した方がいいと思いました。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員C 14 15 16 14 15 74 シール自体というよりもその周りの人達の行動が意味不明でそして脈絡も無く
不気味です。まるでシールに行動を支配された人形の様です。そういえば街を
歩けばたまに目にする〇〇ステッカーや謎のキャラクターのシール、いつ？誰
が？何の為に？貼ったのか経緯やその意図が不明なだけでグッと気味が悪くな
るものですね。文章は誤字？ですかね若干読みにくい箇所が気になりました。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員D 14 12 16 15 14 71 シミのようなものが浮き出てくる、という話はよく聞きますが新しいパターン
だなと思いました。何かのキャラクターとかならまだしも、生々しい人の顔の
シールを触る気になったのがすごいと思います。気持ちが悪すぎます。貼り直
しができてしまうというのも気味が悪いのと、貼った家に不幸が訪れるのであ
れば良くないものだったのでしょうか。怒った顔から笑顔になったということ
は、本当はその家に貼られるのを待っていたのだとしたらこの人はそのシール
のようなものに囚われているのではないでしょうか。最後もっとすぱっと終
わっていれば鋭さをもう少し高得点にしていました。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員E 10 10 20 10 10 60 １回読んで理解が難しかったです。最初に同僚だと書かないと、誰目線で書い
ているのかがブレている気がして分かりづらいと思いました。顔のようなシー
ルという題材は、新しくて面白いなと思いましたし、気持ち悪さも伝わりまし
た。息子さんがシールを見かけた含みを持たせた終わりも良かったです。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員F 12 10 13 12 12 59 シール、というツールには新しさを感じました。怪談では写真、はよく出てき
ますが、シールというのはあまり聞いた事がないような気がします。シールの
顔の表情が変わる、というのも不気味ですね。シールと、それを貼られた家の
住人の死にはどういった因果関係があるんでしょうか。主さんの家にも同じ
シールが貼ってあるのを息子さんが発見したという事は…。考えると怖いです
ね。文面で、主さんが直接体験した話なのか、…という、という表現が出てく
るので、人から聞いた話なのかがわからない所があり、話の繋がりがわからな
かった部分があったのが残念でした。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員G 13 13 13 10 13 62 なんとも不気味な話しであるものの、状況描写がちょっと伝わらない部分があ
り何度も読み返したのですが、私にはちょっと⁈でした。シールを幼稚園に
貼ったのが老人という事なんですかね？でも老人は亡くなったのに又シールを
貼ってあるのを見かけたって事なんですものね？本当にどーゆー事なのか⁈で
も不気味なシールをよく触って張り替えたよなぁって。私だったら触りたく無
いですもん…そして又今後何かありそうな予感のする終わり方も気になる所。
しかも息子さんが関わってくるとなると色々と心配ですし。　　　んー。でも
この話し、もう少し内容や描写を丁寧にするともっと怖さに深みが出そうな話
しだったかなぁと感じます。

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員H 5 5 5 15 5 35 自宅でおきた怪異なので嫌ですね。気持ち悪いです。ショート怪談ではなかな
か難しいとは思いますが、誰がどこでなにをどうした。の要素を上手く活用す
る事でもっとよくなったのでは？と感じました。最後の行になるまで、男性だ
と判断できませんでしたし、幼稚園の先生なのか、出入りする業者なのか、保
護者なのか、立場がつかめずせっかくのキモチワルイに触れるまでのノイズが
多くなってしまいました。そこまで考え込まなくていいのかもしれませんが…

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員I 10 10 9 10 5 44 ん？全然いみがわからない。幼稚園にいったのはなぜ？シールが濡れてたから
なに？隣の窓に貼ったのになぜ隣の家に変わった？文章の意味がわからないの
がいちばん怖い。あっもしやそういう怖さってことですか？

616 「おこりんぼシール」 影絵草子 一般審査員J 15 15 15 15 15 75 シールは、呪いを想像させて、非常に怖かった。
なぜお子さんはそのシールを持っていたのか、そのシールが貼ることでどんな
意味があるのか非常に気になった。

合計 119 114 132 128 115 608
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